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  （百万円未満切捨て）

１．平成31年３月期第２四半期の連結業績（平成30年４月１日～平成30年９月30日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

31年３月期第２四半期 10,201 4.4 64 △65.0 64 △63.1 35 △72.6 

30年３月期第２四半期 9,767 3.0 185 － 175 － 129 － 
 
（注）包括利益 31年３月期第２四半期 △167 百万円 （－％）   30年３月期第２四半期 157 百万円 （－％） 

 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

31年３月期第２四半期 10.11 － 

30年３月期第２四半期 36.86 － 

  
（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

31年３月期第２四半期 22,640 11,235 49.6 3,209.48 

30年３月期 23,266 11,490 49.4 3,282.20 
 
（参考）自己資本 31年３月期第２四半期 11,235 百万円   30年３月期 11,490 百万円 

 
２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

30年３月期 － 25.00 － 25.00 50.00 

31年３月期 － 25.00       

31年３月期（予想）     － 25.00 50.00 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無 

 

３．平成31年３月期の連結業績予想（平成30年４月１日～平成31年３月31日） 

  （％表示は、対前期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 21,400 5.1 330 3.8 310 0.1 270 1.3 77.12 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無 
 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無 

新規  -社  （社名）－、除外  -社  （社名）－ 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有 

(注)詳細は、四半期決算短信（添付資料）7ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務
諸表に関する注記事項（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）」をご覧ください。 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無 

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無 

③  会計上の見積りの変更                        ：無 

④  修正再表示                                  ：無 

 

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 31年３月期２Ｑ 3,502,859 株 30年３月期 3,502,859 株 

②  期末自己株式数 31年３月期２Ｑ 2,146 株 30年３月期 2,122 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 31年３月期２Ｑ 3,500,731 株 30年３月期２Ｑ 3,501,049 株 

  
※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

 なお、業績予想に関する事項は、四半期決算短信（添付資料）2ページ「１. 当四半期決算に関する定性的情報

（3）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧下さい。 

 

 



○添付資料の目次

 

１．当四半期決算に関する定性的情報 …………………………………………………………………………………… 2

（１）経営成績に関する説明 …………………………………………………………………………………………… 2

（２）財政状態に関する説明 …………………………………………………………………………………………… 2

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 ……………………………………………………………… 2

２．四半期連結財務諸表及び主な注記 …………………………………………………………………………………… 3

（１）四半期連結貸借対照表 …………………………………………………………………………………………… 3

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 ……………………………………………………… 5

四半期連結損益計算書  

第２四半期連結累計期間 ……………………………………………………………………………………… 5

四半期連結包括利益計算書  

第２四半期連結累計期間 ……………………………………………………………………………………… 6

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 ………………………………………………………………………… 7

（継続企業の前提に関する注記） ………………………………………………………………………………… 7

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） ………………………………………………………… 7

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用） ……………………………………………………… 7

（追加情報） ………………………………………………………………………………………………………… 7

 

- 1 -



１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、豪雨や地震など自然災害が相次いだものの、雇用・所得環境

の改善が続き、企業業績が堅調に推移するなど緩やかな回復基調で推移しました。一方、米中貿易摩擦の深刻化や

地政学的リスクの増大、株価の変動などが懸念され、先行き不透明な状況となっております。 

 当社グループが属する自動車業界におきましては、国内販売は軽自動車を中心に堅調に推移したものの、生産台

数は前年同期に対し減少しました。海外では、米国で乗用車の販売が減少、中国の需要も減速傾向となっていま

す。 

 このような状況のもと、当社グループは、中期経営計画GT300に基づき、日本・中国・ASEAN・北米の四極グロー

バルで自動車部品供給体制確立に向けて取り組んでおります。 

 当第２四半期連結累計期間の業績につきましては、売上高は、国内および北米での自動車部品売上高の増加等に

より10,201百万円（前年同四半期比4.4％増）、営業利益は、中国の需要減の影響や北米での量産車種増加に伴う

生産安定化費用増等により64百万円（前年同四半期比65.0％減）となりました。経常利益は、64百万円（前年同四

半期比63.1％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は、35百万円（前年同四半期比72.6％減）となりました。

 

セグメントごとの経営成績は次のとおりであります。

 ① 自動車部品

 売上高は9,358百万円（前年同四半期比4.4％増）、セグメント利益は36百万円（前年同四半期比76.6%減）とな

りました。

 ② 住宅

 売上高は833百万円（前年同四半期比5.1％増）、セグメント利益は28百万円（前年同四半期比0.4%減）となりま

した。 

 ③その他

 売上高は8百万円（前年同四半期比6.6％増）、セグメント利益は0百万円（前年同四半期比73.2%減）となりまし

た。 

 

（２）財政状態に関する説明

（資産）

 当第２四半期連結会計期間末における総資産は22,640百万円（前連結会計年度末比625百万円減）となりまし

た。

 このうち流動資産は9,998百万円（前連結会計年度末比1,007百万円減）となりました。これは主に原材料及び貯

蔵品が111百万円増加した一方、現金及び預金が1,023百万円減少したこと等によるものです。

 固定資産は12,642百万円（前連結会計年度末比381百万円増）となりました。これは主に投資有価証券が143百万

円、工具、器具及び備品が135百万円、機械装置及び運搬具が125百万円それぞれ増加したこと等によるものです。 

（負債）

 当第２四半期連結会計期間末における負債は11,405百万円（前連結会計年度末比370百万円減）となりました。

 このうち流動負債は7,759百万円（前連結会計年度末比765百万円減）となりました。これは主に短期借入金が

291百万円増加した一方、１年内返済予定の長期借入金が570百万円、支払手形及び買掛金が216百万円それぞれ減

少したこと等によるものです。

 固定負債は3,645百万円（前連結会計年度末比394百万円増）となりました。これは主に退職給付に係る負債が47

百万円減少した一方、長期借入金が460百万円増加したこと等によるものです。 

（純資産）

 当第２四半期連結会計期間末における純資産は11,235百万円（前連結会計年度末比254百万円減）となりまし

た。これは主に為替換算調整勘定が212百万円減少したこと等によるものです。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 現時点における通期の業績予想につきましては、平成30年５月10日に公表いたしました業績予想と変更はありま

せん。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    (単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(平成30年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成30年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 3,526,528 2,502,756 

受取手形及び売掛金 4,450,087 4,399,657 

電子記録債権 767,179 727,429 

有価証券 199,960 200,000 

商品及び製品 1,198,727 1,203,413 

原材料及び貯蔵品 608,992 720,189 

その他 254,079 244,957 

流動資産合計 11,005,554 9,998,405 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 2,812,239 2,737,941 

機械装置及び運搬具（純額） 1,869,041 1,994,764 

工具、器具及び備品（純額） 762,692 898,129 

土地 2,292,622 2,282,319 

リース資産（純額） 115,894 110,116 

建設仮勘定 1,319,578 1,400,849 

有形固定資産合計 9,172,070 9,424,122 

無形固定資産 456,587 429,613 

投資その他の資産    

投資有価証券 1,212,723 1,356,292 

繰延税金資産 917,189 928,018 

保険積立金 113,673 117,506 

その他 407,117 405,756 

貸倒引当金 △18,803 △18,984 

投資その他の資産合計 2,631,899 2,788,589 

固定資産合計 12,260,557 12,642,325 

資産合計 23,266,111 22,640,730 
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    (単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(平成30年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成30年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 4,390,456 4,173,550 

短期借入金 1,865,402 2,156,436 

1年内返済予定の長期借入金 1,164,137 593,757 

リース債務 36,097 44,186 

未払法人税等 97,096 57,462 

賞与引当金 188,944 187,347 

役員賞与引当金 2,387 1,193 

その他 780,100 545,344 

流動負債合計 8,524,622 7,759,278 

固定負債    

長期借入金 1,277,738 1,737,791 

リース債務 93,683 78,080 

退職給付に係る負債 1,811,540 1,763,654 

長期未払金 14,010 14,010 

その他 54,403 52,444 

固定負債合計 3,251,375 3,645,981 

負債合計 11,775,997 11,405,259 

純資産の部    

株主資本    

資本金 2,167,399 2,167,399 

資本剰余金 2,377,042 2,377,042 

利益剰余金 6,132,582 6,080,473 

自己株式 △2,549 △2,579 

株主資本合計 10,674,473 10,622,335 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 214,133 213,877 

為替換算調整勘定 657,189 444,666 

退職給付に係る調整累計額 △55,682 △45,408 

その他の包括利益累計額合計 815,640 613,135 

純資産合計 11,490,114 11,235,470 

負債純資産合計 23,266,111 22,640,730 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    (単位：千円) 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 

 至 平成29年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成30年４月１日 
 至 平成30年９月30日) 

売上高 9,767,179 10,201,748 

売上原価 8,192,660 8,686,350 

売上総利益 1,574,519 1,515,397 

販売費及び一般管理費 1,389,110 1,450,499 

営業利益 185,408 64,897 

営業外収益    

受取利息 2,521 2,926 

受取配当金 27,837 17,002 

受取賃貸料 2,630 2,499 

その他 6,109 23,360 

営業外収益合計 39,098 45,790 

営業外費用    

支払利息 25,770 36,919 

支払手数料 6,529 5,825 

為替差損 12,763 － 

その他 3,936 3,200 

営業外費用合計 48,999 45,944 

経常利益 175,507 64,743 

特別利益    

投資有価証券売却益 － 2,122 

特別利益合計 － 2,122 

特別損失    

固定資産除却損 1,905 4,914 

減損損失 1,776 1,068 

特別損失合計 3,681 5,983 

税金等調整前四半期純利益 171,825 60,882 

法人税等 42,783 25,472 

四半期純利益 129,042 35,409 

親会社株主に帰属する四半期純利益 129,042 35,409 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    (単位：千円) 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 

 至 平成29年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成30年４月１日 
 至 平成30年９月30日) 

四半期純利益 129,042 35,409 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 101,121 △255 

為替換算調整勘定 △82,421 △212,522 

退職給付に係る調整額 9,808 10,273 

その他の包括利益合計 28,508 △202,505 

四半期包括利益 157,551 △167,095 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 157,551 △167,095 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算） 

 税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 なお、法人税等調整額は、「法人税等」に含めて表示しております。

 

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

 「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を第１四半期連

結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示しております。
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